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講演会場

ミニプレゼンテーション会場

講演中継会場

トイレ エレベーター 通行可能エリア

喫煙エリア多目的トイレ

脳のモデルとネットワーク型ＢＭＩの開発
■N1　ニューロフィードバックによる学習の促進
■N2　安静状態の脳活動から作業記憶の上限を予測
■N3　ネットワーク型ブレイン・マシン・インタフェース
■N4　霊長類・視覚野の計算モデル
■N5　脳プロのニューロフィードバック技術の精神疾患への応用
■N6　精神疾患の理解と治療に向けた取り組み

脳情報の解読とＢＭＩ技術
■N7　脳情報デコーディング
■N8　BMI外骨格ロボットシステム
■N9　ロボット制御のための機械学習技術
■N10　結合ニューロフィードバックのうつ病治療への応用研究
■N11　DecNef法を用いた恐怖記憶の消去

脳研究を支える解析基盤技術
■N12　近赤外光計測を用いたヒト脳活動源推定法
■N13　ヒト脳活動ダイナミクス推定法
■N14　複数モダリティ統合によるヒト脳活動源推定法

脳情報科学 適応的な周波数利用による電波資源活用
■W1　第5世代移動通信システムに関する研究開発
■W2　体験品質に基づく高効率・高信頼無線ネットワーク制御技術

無線通信システムの大容量・高速化
■W3　屋内無線環境の最適化技術
■W4　リニアアレーアンテナによる受信点移動型等化技術

通信システムのグリーン化
■W5　省電力無線オンデマンドウェイクアップ技術

様々なアプリケーションへの無線の活用
■W6　スマートフォンで簡易に構築するセンサネットワーク
■W7　複数無人航空機へのブロードバンド通信リンク確保技術
■W8　ライフログによる健康・医療支援

無線通信

株式会社ATR-Promotions
■G1　新技術で見る脳と体
■G2　タグレスでの屋内動線計測
■G3　小型無線多機能センサを用いた歩行分析

株式会社ATR-Trek
■G4　スマートフォン用音声認識アプリ

ATR Learning Technology株式会社
■G5　発音学習アプリを続々リリース！

株式会社ATR Creative
■G6　地域の魅力をちずぶらりで伝えよう！

ATRグループ会社

株式会社ATR-Sensetech
ヴイストン株式会社
株式会社エーアイ
株式会社フィート
株式会社テレノイド計画
ブルーイノベーション株式会社
一般社団法人日本UAS産業振興協議会
日本ベンチャーキャピタル株式会社
東レ建設株式会社
株式会社グリーンファーム
一般社団法人日本砂栽培協会
NTTアドバンステクノロジ株式会社
株式会社アロマジョイン

関連会社・ベンチャー企業・ユーザー会社など

研究のねらい
■B1　 生命のからくりを、解く、予測する、操る

生命のからくりを解く基礎技術
■B2　 ゼブラフィッシュ一分子蛍光 in situハイブリダイゼーション法

医療への応用を目指して
■B3　 hANPによるがん転移抑制メカニズム研究
■B4　 多臓器連関に基づく予測制御（ iOrgans テクノロジー）

生命科学

環境
■E1　けいはんなデータセンタ

食農
■E2　ATRアグリプロジェクト

その他（環境・食農）

日常活動支援ロボット
■R1　迅速なサービス提供を可能とするロボットプラットフォーム技術
■R2　ロボットによる街角の情報環境の構築
■R3　保育行動理解に基づく保育支援技術の研究開発

生活支援のための計測技術
■R4　音環境知能を活用した取捨選択型聴覚支援システムの開発
■R5　自動車運転行動の理解と誘導
■R6　アンドロイドフィードバックによるBMIトレーニング
■R7　対話活性化ロボット
■R8　情動制御ロボティクス
■R9　自律対話型アンドロイドの実現

ライフ・サポートロボット

※DecNef、ハグビー、テレノイド、　　　　 、ATR CALL、ATR CALL BRIXはATRの登録商標です。 　　　　 　

“R&D as a Service”を目指して
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対外機関との共創

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

事業開発から研究への
フィードバック

研究成果の事業化

研究開発
グループ

事業開発

生命科学生命科学

ライフ・サポート
ロボット

ライフ・サポート
ロボット脳情報科学

無線通信

脳情報科学

無線通信

関連会社関連会社ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～

事業サポート事業サポートライセンスライセンス

Research & Development Business Development

　「ATRオープンハウス2015」にご参加いただき誠に有難うございます。

ATRは、民間企業ではできない基礎的、先駆的研究開発を行うユニークな民間の研究機関として

お陰様で来年3月に満30歳を迎えます。発足以来、国内外における緊密な産官学連携によって、脳

情報科学、生活支援ロボット、無線通信、音声翻訳・認識技術などで数々の世界トップレベルの研究

成果を挙げてまいりました。また、近年再燃状況にある人工知能、ニューラルネットワークについて

も、発足時から最重要研究テーマの一つとしていち早く取り組み、本研究分野の進展に大きく貢献

してまいりました。最近では、健康長寿社会実現に向けて、医療・ヘルスケア等の分野への貢献を始

めとして、研究開発成果をInnovationにつなげることを目指し、研究分野の拡大、深掘り、研究成果

の事業展開を積極的に進めているところです。　

　今年のオープンハウスは、従来の研究活動状況の展示やデモンストレーションに加え、研究成果

の事業展開事例の紹介を充実させるとともに、関係する企業様などにもご出展いただいております。

また、講演会では、「新たな価値創造を目指したATRの取り組み」と題して、研究成果の事業化の加

速に向けATRが取組んでいる諸施策および対外連携の具体的事例などをご紹介いたします。

本ATRオープンハウス2015は、けいはんな学研都市の情報通信に関する研究機関、大学などが協

力して、最近の研究成果などをご紹介するイベント「けいはんな情報通信フェア2015」の一環として

開催しています。あわせてご覧いただければ幸いです。

　ATRは、引き続き世界に誇り得る最先端の質の高い研究開発を進めるとともに、その成果を、こ

れまで以上に社会に役立てるよう一層緊密な対外連携の推進と本年2月設立のけいはんなATR

ファンドの活用などを通じた研究成果の事業化を加速してまいる所存です。

今後とも、ご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

2015年10月

ご挨拶

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
代表取締役社長

平田 康夫

　「ATRオープンハウス2015」は、ポスター展示、デモンストレーションならびに講演会を通じて、ATRグループ

が取り組む最新の研究成果と事業活動をみなさまにご紹介する大切な場です。ポスター展示は、進捗状況とね

らいに応じて「基礎研究」「応用研究」「事業化」に分類し、ビデオやデモンストレーションなどの活用によって、解

り易い内容となるよう作成しました。講演会では、けいはんなATRファンドによる投資、大学や企業との連携、公

的ファンドの活用など、ATRが様々なチャネルを通じて取り組んでいる研究成果の事業化について、具体的な事

例をお話しします。

　ATRは、外部機関との共創によって、世界最先端の研究成果を創出するとともに、その商品化・事業化を積極

的に推進し、グローバル社会や地域社会における新たな価値を創造する“R&D as a Service”企業を目指します。

“R&D as a Service”を目指して
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ミニプレゼンテーション会場 イベントスケジュール
今年度の展示の見どころや、製品・サービスの紹介、その他イベントを行います。
ぜひお立ち寄りください。

13：30～14：20

時間 内容
各研究分野・ATRグループ会社が展示の見どころを
ミニプレゼンで紹介（各5分）

15：20～15：50 ㈱エーアイによる製品・サービスの紹介

15：50～16：00 ヴイストン㈱による製品・サービスの紹介

16：00～16：10 ㈱テレノイド計画によるサービスの紹介

14：20～15：15 『脳活動イメージングセンタ（BAIC） 15周年記念セミナー』
MRIによる「こころ」と「からだ」のイメージング技術を紹介

ATR Learning Technology(株)が開発・販売する英語学習システム
ATR CALLを使用した中高生向け模擬授業
ATR Learning Technology(株)が開発・販売する英語学習システム
ATR CALLを使用した中高生向け模擬授業

開催時間中、会場への出入りは自由です。

10/29（木）
13：30～16：10

10/30（金）
10：30～15：00

10:30～11：20 各研究分野・ATRグループ会社が展示の見どころを
ミニプレゼンで紹介（各5分）

11：20～11：30 ヴイストン㈱による製品・サービスの紹介

11：30～11：40

13：45～14：00

㈱テレノイド計画によるサービスの紹介

14：45～15：00

※3Fでの展示はございません。
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「けいはんなＡＴＲファンド」による
研究シーズの事業化
　けいはんなＡＴＲファンド（正式名称：けいはんな学研

都市ＡＴＲベンチャーＮＶＣＣ投資事業有限責任組合）

は、ＡＴＲの研究シーズの事業化に向けた主要なチャネ

ルとして、全13機関の出資を受け本年2月に設立されま

した。ＡＴＲが保有する知的財産を利用、若しくは将来利

用するとＡＴＲが認めるベンチャー企業等の事業者を投

資対象とし、日本ベンチャーキャピタル株式会社（ＮＶＣ

Ｃ）と密接に連携をしながら活動を行っています（図１）。

　けいはんなＡＴＲファンドの投資第１号として本年７月

に設立されたのが、株式会社テレノイド計画です。ＡＴＲが

開発した小型の遠隔操作型アンドロイド「テレノイドTM」を

用いて、要介護高齢者の会話促進など、全く新しいコミュ

ニケーション・サービスを企画・提供する事業を行います

（図２）。要介護高齢者や一人暮らしの高齢者のＱＯＬ

（Quality of Life、生活の質)向上と健康の維持促進を

実現し、超高齢社会に貢献するとともに、将来的には、高

齢者のみならず、全世代向けのコミュニケーション・サー

ビスの開発を目指します。

　けいはんなＡＴＲファンドによる第２号投資事例は、ド

ローンシステムの次世代型プラットフォームに関するＡＴ

Ｒとの共同開発にあたって、本年９月に実施されたブ

ルーイノベーション株式会社への投資です。新たなロ

ボットサービスの創出に向けＡＴＲが開発したユビキタ

スネットワークロボットプラットフォーム（UNR-PF）技術

を活用し、将来、多くのドローンがさまざまな環境下で飛

経営統括部・事業開発室
常務取締役

鈴木 博之

び交う上空の安全を確保するためのキーテクノロジーと

なる「複数のドローンを遠隔で制御する技術」を世界に

先駆けて共同で開発します（図３）。

　ＡＴＲは、けいはんなＡＴＲファンドを通じた外部機関

との共創によって、脳情報科学、ライフ・サポートロボッ

ト、無線通信、生命科学などの分野における世界最先端

の研究シーズの商品化・事業化を積極的に推進し、グ

ローバル社会や地域社会における新たな価値を創造し

ます。

講演会スケジュール

15：15～15：45
ATRの研究開発活動と事業展開 ～創立30周年を迎えて～
代表取締役社長　平田 康夫

10月29日（木）

13：00～13：30
「けいはんなＡＴＲファンド」による研究シーズの事業化
経営統括部・事業開発室 常務取締役　鈴木 博之

13：30～14：00
ニューロフィードバックの展開と応用
脳情報通信総合研究所 所長・ATRフェロー　川人 光男
認知機構研究所 数理知能研究室 研究員　酒井 雄希

14：00～14：20
外骨格ロボットの開発とリハビリテーションに向けた応用
脳情報研究所 ブレインロボットインタフェース研究室 室長　森本 淳

14：20～14：40
自動車運転行動の理解と誘導
知能ロボティクス研究所 環境知能研究室 室長　内海 章

14：40～15：00
人の存在を伝えるミニマルデザインの効果と応用
～ハグビーを通した外部との連携～
石黒浩特別研究所 存在感メディア研究グループ
グループリーダ　住岡 英信

10月30日（金）

※1F A会場にて講演に関するポスター展示を行います。

『新たな価値創造を目指したATRの取り組み』

講演会
講演中継＆
休憩コーナー
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図１．けいはんなＡＴＲファンドの活動スキーム

図２．テレノイド計画がめざす事業内容 図３．複数のドローンを遠隔で制御する
次世代型プラットフォームの概要
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外骨格ロボットの開発と
リハビリテーションに向けた応用
　超高齢化社会を迎える日本・欧米を含む先進諸国に

おいて、運動アシストを行う外骨格ロボットの開発はきわ

めて重要な課題であり、事実世界的な開発競争の様相

を呈しはじめています。これまでの運動アシストロボット

の開発においては、そのハードウェア開発に主眼が置か

れており、ハードウェアの潜在能力を生かし切るソフト

ウェアの開発はあまり注目されてきませんでした。ここで

は、独自開発の外骨格ロボットハードウェアとその特性

を考慮した機械学習アルゴリズムに基づく運動アシスト

のための動作生成ソフトウェア、および脳活動に応じてロ

ボットを駆動するブレイン・マシン・インタフェース(ＢＭ

Ｉ)の技術について概説します。

　具体的には、上肢に対するリハビリテーションのター

ゲットとなる肩関節運動の安定的かつ安全なアシストを

可能とする上肢ＢＭＩ外骨格ロボットの開発を進めてい

ます。特に、駆動系に空圧のアクチュエータを配置するこ

とにより、定常的に腕に作用する重力に拮抗する力を発

生しながらもアクチュエータ自体が発熱することなく、柔

軟かつ安全に肩関節運動のアシストを実現する制御シ

ステムの開発が可能となりました。また、この外骨格ロ

ボットを安全に駆動するためのソフトウェア開発として、

複数チャネルを用いて計測される生体信号から頑健に

情報抽出を行う機械学習アルゴリズムの開発を進めてい

ます。たとえば、いずれかのチャネルにプローブ脱落など

の問題が生じた場合にも安全に制御を継続できます。

脳情報研究所
ブレインロボットインタフェース研究室 室長

森本 淳

　一方で、歩行に関わる運動機能再建のためのリハビリ

テーションへの応用に向けた下肢ＢＭＩ外骨格ロボット

の開発も進めています。これまでバランス制御・大きな力

によるアシスト・柔軟な力制御という特徴を持った下肢

外骨格システムを開発してきました。このハードウェアの

特性を活かし、ロボットが装着者の動作に適応するよう

な機械学習アルゴリズムの開発を行い装着者の動作予

測を行うことで、ユーザとロボットが協働するシステムの

構築を目指しています。

ニューロフィードバックの展開と応用

　科学技術の進歩により、脳の血流などから脳情報の一

部を解読できるようになりました。脳研究の成果が、リハ

ビリテーションやメンタルトレーニングなどにも生かされ

るようになり、実用化への期待が高まっています。しかし、

脳の機能についてはまだわかっていないことが多くあり

ます。ロボットやコンピュータは、特定の問題については

人を超えるパフォーマンスを発揮できますが、五感や創

造的な部分等ほとんどの機能に関しては、人を超えるこ

とはできていません。そのような部分においては、脳がど

のような機能・役割を果たしているのかはまだ解析され

ていないのが現状です。

　ＡＴＲでは、機械知能を登載した人型ロボットを製作

し、強化学習や熟練学習によって性能をあげることに取り

組んでいます。「脳」を創り、学習を通じて学んだことがロ

ボットの動作にどのように反映されるのかを解析するこ

とは、人の「脳」の機能・役割を知ることにつながります。

　ＢＭＩとは、脳の微弱な電流から出る脳波などを計測

機器によって感知・解析することで人の思考などを読み

取り、それを電気信号に変換して、人と他の機器との情

報伝達を仲介する技術です。脳の信号から脳情報を解

析する「デコーディング技術」とデコーディングした情報

を患者にフィードバックして脳の回路を組み替える

「ニューロフィードバック技術」の2つの技術の進歩によ

り、さまざまな分野でＢＭＩの研究成果が生かされるよう

になっています。

脳情報通信総合研究所　
所長・ATRフェロー

川人 光男

認知機構研究所
数理知能研究室 研究員

酒井 雄希

　近年、医療・福祉分野においてはＢＭＩの実用化が進

みつつあります。国内外ではこれまでに、聴覚障害者や視

覚障害者のための人工内耳や人工網膜などの開発、首

から下が麻痺した人の大脳皮質上に埋め込んだ電極に

よって神経細胞の活動を計測する臨床試験、動作を補

助する外骨格ロボットに脳からの電気信号を伝えて人体

を動かし、運動機能の回復をはかる取り組みなどが実施

されています。さらに近年は、強迫性障害や高機能自閉

症などの精神疾患に対する新たな治療方法としての期

待が高まっています。

　ＡＴＲでは、敷地内に「ＢＭＩハウス(実環境実験施設)」

を設置し、ＢＭＩを活用した生活のあり方を検討するとと

もに、高齢者や要介護者が自立した生活ができるように

基本技術を確立・検証するための実証実験を行っていま

す。また、ＢＭＩを用いた医療・福祉分野での研究開発を

さらに推進するために、京都府立医科大学の協力を得て

ＡＴＲ内にクリニックを今年度中に開設するよう、計画を

進めています。

図1. 上肢・下肢ＢＭＩ外骨格ロボット

図. 機械学習推定で、個人の
認知・運動機能を左右す
る脳活動パターンや脳領
域間の結合性を特定
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上肢ＢＭＩ外骨格ロボット

下肢ＢＭＩ外骨格ロボット
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人の存在を伝えるミニマルデザインの
効果と応用 ～ハグビーを通した外部との連携～
　テレプレゼンスロボット等、コミュニケーションを目的

とした遠隔操作型ロボットは遠隔地にいる人の存在を

そばに感じ、コミュニケーションを円滑にすることが期待

されています。またこういったロボットは「人の存在を伝

えるためにはどのような条件が必要か」という人の存在

感の科学的な検証を行なうためのテストベッドとしても

有用です。

　私達の研究所では、これまで実在する人間に酷似した

アンドロイド「ジェミノイド」を用いて個人の存在をそのま

ま伝達する研究を行ってきました。近年は人の存在を伝

達するための最低限の条件は何かを検討するために「人

のミニマルデザイン」に基づいた遠隔操作型アンドロイ

ド、「テレノイド」を開発し、存在感の研究を進めてきてい

ます。こういった研究の中でより人らしさを削ぎ落した存

在感メディア「ハグビー」を発表し、存在感を伝達するた

めの「人の存在感仮説」や「想像のポジティブバイアス仮

説」を提唱しています。ハグビーは人のような形状をした

ビーズクッションで、頭部のポケットに携帯電話を入れる

ことで、相手を抱きながら話すことができるコミュニケー

ションメディアです。単純なデバイスではありますが、非

常に強く人の存在を感じ、携帯電話だけでは得られない

様々な効果をもたらすことがわかってきました。例えば、

コルチゾールの減少すなわちストレス軽減の効果や、小

学校や家庭での実証実験を通した実環境での効果も明

らかになっています。

石黒浩特別研究所
存在感メディア研究グループ グループリーダ

住岡 英信

　ハグビーは2012年4月にヴイストン株式会社からテス

ト販売を開始し、幅広い世代、様々な状況での効果が明

らかになるにつれ、より効果的な製品の開発と販売に向

け、株式会社京都西川、東洋紡STC株式会社、ヴイスト

ン株式会社と共同開発をすすめてきました。2015年9月

3日には店頭販売を開始しています。本発表では私達が

これまで行ってきたハグビーによる研究を概説するとと

もに、外部企業との連携について報告します。

自動車運転行動の理解と誘導

　近年自動車の運転をとりまく環境は大きく変化しつつ

あります。社会の高齢化が進み運転免許の定年制も議

論される一方で、Google Carに代表される自動運転車

の研究開発が急ピッチで進められています。近い将来、人

は自動車の運転をしなくなるのでしょうか？　その答え

は人とくるま、環境との関わりを探るなかで見えてくるか

もしれません。

　いつも望ましい運転ができるとは限らないのが人間の

特性です。我々が富士重工業株式会社、九州大学と共同

で進めた「認知状態共有による交通事故低減技術の研

究開発」では、運転者の状態の変化をリアルタイムで検知

して周囲の運転者・歩行者と共有する方法を検討しまし

た。従来の運転支援システムでは運転者本人に期待した

支援を中心としていたために、疲労・加齢などによって運

転者のパフォーマンスが低下したときに十分な効果を期

待できないことがあります。それに対して我々は運転者の

いまの状態を周囲に「見える化」することで早期の危険予

測による協調的な危険回避を可能とする仕組みの構築

を目指しました。運転行動を計測し運転者の状態を検知

する技術・運転者の状態を周囲と共有する技術の開発、

運転者状態共有の社会的受容性の評価を進め、運転者

状態の共有によって周囲の運転者・歩行者に適切な行動

変容を促すことができることを確認しました（図1）。

　人の行動は与えられた情報や周囲の環境によって絶

えず変化します。行動がどのようなときに発現するのか、

知能ロボティクス研究所
環境知能研究室 室長

内海 章

適切な行動に誘導するために必要な条件は何か、これら

は人とくるまの関係を理解する上で重要な要素です。

我々は運転行動に関するこれらの要素について基礎的

な評価を開始しています（図2）。単なる移動手段として

ではなく運転行動自体の持つ効用はあるのか、これから

も人は運転をつづけるのか。自動運転の先を見据え、人

とくるま、環境との関係性を再構築する取り組みがいま

必要ではないかと考えられます。我々がこれまでに進めて

きた研究の成果、今後の方向性についてご紹介します。

図２．運転シミュレータ上に再現された精華町光台の街並み

図１．「運転者状態の見える化」試作システムを搭載した試験車両

図 1: ハグビー販売までの外部連携
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N1

12 13

基礎研究 応用研究 事業化

安静状態の脳活動から作業記憶の上限を予測
～人間の知能の解剖～

N2
基礎研究 応用研究 事業化

おすすめ

おすすめ
おすすめ

N
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14 15

ネットワーク型ブレイン・マシン・インタフェース
～日常的環境における生活支援の実現に向けたBMI～

N3
基礎研究 応用研究 事業化

霊長類・視覚野の計算モデル
～私たちの脳はモノをどう見ているのだろう？～

N4
基礎研究 応用研究 事業化

脳プロのニューロフィードバック技術の精神疾患への応用
～クリニックとの連携～

N5
基礎研究 応用研究 事業化

精神疾患の理解と治療に向けた取り組み
～計算論的神経科学によるシミュレーションと行動実験～

N6
基礎研究 応用研究 事業化おすすめ
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脳情報デコーディング
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

N7
基礎研究 応用研究 事業化

BMI外骨格ロボットシステム
～外骨格ロボットのリハビリテーション利用への展開～

N8
基礎研究 応用研究 事業化

ロボット制御のための機械学習技術
～多自由度システムのロボット学習～

N9
基礎研究 応用研究 事業化

結合ニューロフィードバックのうつ病治療への応用研究
～BMIはうつ病を治療できるのか?～

N10
基礎研究 応用研究 事業化おすすめ おすすめ
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18 19

DecNef法を用いた恐怖記憶の消去
～PTSD治療への応用を目指して～

N11
基礎研究 応用研究 事業化

近赤外光計測を用いたヒト脳活動源推定法
～光を用いた脳活動の可視化技術～

N12
基礎研究 応用研究 事業化

ヒト脳活動ダイナミクス推定法
～脳の情報処理の流れを明らかにする技術～

N13
基礎研究 応用研究 事業化

複数モダリティ統合によるヒト脳活動源推定法
～複数の計測データのいいとこ取りをした脳活動の可視化技術～

N14
基礎研究 応用研究 事業化



R1

R2 R3

R4

R5

R6

R7

R8

日常活動支援ロボット
R1

R2

R3

迅速なサービス提供を可能とする
ロボットプラットフォーム技術
Robotic Service Platform for Rapid and Easy Service Deployment
～ロボットサービスの開発・事業化・運用を効率化できるしくみ～

ロボットによる街角の情報環境の構築
Enabling a Social Robot to Adapt to a Public Space in a City
～街角で役立つロボットを目指して～

保育行動理解に基づく保育支援技術の研究開発
Childcare Support with Ubiquitous Network Robot System
～センシングとロボットを用いた保育支援の取り組み～

　ライフ・サポートロボット分野では、人々の日常生活
をロボット技術でサポートするための研究開発を行っ
ています。ロボットや身の回りに取り付けたセンサなど
を用い、人々の行動や何に注意を向けているかを予
測・推測して人々の行動を手助けする技術、ロボットを
通して親しみのある対話を可能にし利用者に安心感を
与えられるコミュニケーション技術、これらを実現する
ための計測技術などの研究を行っています。研究成果
の一部は、関連会社などを通して製品やサービスとし
て既に提供され始めています。

ライフ・サポート
ロボット

2F

～ロボットサービスの開発・事業化・運用を効率化できるしくみ～

おすすめ

おすすめDEMO

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

生活支援のための計測技術
R4

R5

R6

R7

R8

R9

音環境知能を活用した
取捨選択型聴覚支援システムの開発
Sound-selective Hearing Support System Using Sound 
Environment Intelligence
～難聴者の快適な日常生活を目指して～

自動車運転行動の理解と誘導
Understanding and Assistance of Driver Behavior
～もっと安全で快適な運転環境を目指して～

アンドロイドフィードバックによるBMIトレーニング
BMI Training Using Feedback from Android
～アンドロイドによる脳波トレーニング～

対話活性化ロボット
Dialogue Promotive Robot
～脳活動計測を応用した高齢者の対話支援システム～

情動制御ロボティクス
Robotics for Emotion Regulation
～脳活動に基づいて学習を支援するロボットシステム～

自律対話型アンドロイドの実現
Development of Autonomous Conversational Android
～身振り、表情、視線など多様な情報伝達手段を用いて
対話できる自律型ロボット～
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ブルーイノベーション（株）

の詳細はP42、43をご覧ください。

（一社）日本UAS産業振興協議会

（株）テレノイド計画

ヴイストン（株）

（株）エーアイ

20 21

ロボットによる街角の情報環境の構築
～街角で役立つロボットを目指して～

R2
基礎研究 応用研究 事業化

迅速なサービス提供を可能とするロボットプラットフォーム技術
～ロボットサービスの開発・事業化・運用を効率化できるしくみ～

R1
基礎研究 応用研究 事業化

R
CC

R

R9

おすすめ

おすすめ

おすすめ
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22 23

保育行動理解に基づく保育支援技術の研究開発
～センシングとロボットを用いた保育支援の取り組み～

R3
基礎研究 応用研究 事業化

音環境知能を活用した取捨選択型聴覚支援システムの開発
～難聴者の快適な日常生活を目指して～

R4
基礎研究 応用研究 事業化

自動車運転行動の理解と誘導
～もっと安全で快適な運転環境を目指して～

R5
基礎研究 応用研究 事業化

アンドロイドフィードバックによるBMIトレーニング
～アンドロイドによる脳波トレーニング～

R6
基礎研究 応用研究 事業化
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24 25

対話活性化ロボット
～脳活動計測を応用した高齢者の対話支援システム～

R7
基礎研究 応用研究 事業化

情動制御ロボティクス
～脳活動に基づいて学習を支援するロボットシステム～

R8
基礎研究 応用研究 事業化

自律対話型アンドロイドの実現
～身振り、表情、視線など多様な情報伝達手段を用いて対話できる自律型ロボット～

R9
基礎研究 応用研究 事業化おすすめ
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W8 W7 W6 W5 W4 W3 W2 W1

適応的な周波数利用による電波資源活用
W1

W2

第5世代移動通信システムに関する研究開発
R&D for 5G Mobile Communication System
～ 通信を極めるための技術 ～

体験品質に基づく高効率・高信頼無線ネットワーク
制御技術
QoE-Based Access Control for Efficient and 
Reliable Wireless Network
～ より多くの重要なアプリを快適に使えるように ～

　適応コミュニケーション研究所と波動工学研究所で
は、ユーザの視点を重視して、快適で安心な生活を提
供する社会基盤としての無線通信、および無線を利用
した先進的アプリケーションの実現を目指していま
す。具体的には、適応的な周波数利用により電波資源
を効率的に活用する技術、無線通信システムの容量や
伝送速度を改善する技術、通信システムの省エネ化
のための技術、様々なアプリケーションにおいて無線
を活用するための技術などについて研究開発を行っ
ています。

無線通信
おすすめ

おすすめ

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

無線通信システムの大容量・高速化
W3

W4

屋内無線環境の最適化技術
Optimization Technologies for Indoor Wireless Environments
～ 屋内通信の不満を解消します ～

リニアアレーアンテナによる受信点移動型等化技術
Equalization Technique by Fast Sequential Switching of 
Linear Array Antenna Elements
～ 高速鉄道での通信速度向上を目指して ～

様々なアプリケーションへの無線の活用
W6

W7

W8

通信システムのグリーン化
W5 省電力無線オンデマンドウェイクアップ技術

Radio On Demand Networks for Green Wireless Access
～ 利便性を損ねずに無駄な消費電力を削減 ～

スマートフォンで簡易に構築するセンサネットワーク
Construction of Sensor Networks by Smartphones
～ 土砂災害の予兆検知を目指して ～

複数無人航空機へのブロードバンド通信リンク確保技術
Establishing Broadband Communication Links to Multiple UAVs
～ 大きな建築物のリアルタイム動画監視にむけて ～

ライフログによる健康・医療支援
Effective Use of LifeLog for Healthcare
～ うつ病の治療などに日々の活動履歴を活用 ～
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DEMO

DEMO
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26 27

第5世代移動通信システムに関する研究開発
～ 通信を極めるための技術 ～

W1
基礎研究 応用研究 事業化

体験品質に基づく高効率・高信頼無線ネットワーク制御技術
～ より多くの重要なアプリを快適に使えるように ～

W2
基礎研究 応用研究 事業化

1F

おすすめ

おすすめ

おすすめおすすめ
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28 29

屋内無線環境の最適化技術
～ 屋内通信の不満を解消します ～

W3
基礎研究 応用研究 事業化

リニアアレーアンテナによる受信点移動型等化技術
～ 高速鉄道での通信速度向上を目指して ～

W4
基礎研究 応用研究 事業化

省電力無線オンデマンドウェイクアップ技術
～ 利便性を損ねずに無駄な消費電力を削減 ～

W5
基礎研究 応用研究 事業化

スマートフォンで簡易に構築するセンサネットワーク
～ 土砂災害の予兆検知を目指して ～

W6
基礎研究 応用研究 事業化



脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ・サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

生
命
科
学

A
T
R
グ
ル
ー
プ
会
社

そ
の
他（
環
境・食
農
）

無
線
通
信

関
連
会
社・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業・ユ
ー
ザ
ー
会
社
な
ど

30 31

複数無人航空機へのブロードバンド通信リンク確保技術
～ 大きな建築物のリアルタイム動画監視にむけて ～

W7
基礎研究 応用研究 事業化

ライフログによる健康・医療支援
～ うつ病の治療などに日々の活動履歴を活用 ～

W8
基礎研究 応用研究 事業化
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B2 B3 B4

B1B1

研究のねらい
B1 生命のからくりを、解く、予測する、操る

Solve, Predict, and Control the Biological Processes
～何時でも何処でもライブクリニックを目指して～

　佐藤匠徳特別研究所では、持続可能で健康長寿な
未来社会の創成を目指し、生物科学、医科学、数理科
学、工学系科学、計算科学を融合させた分野横断型サ
イエンスを展開しています。生命の根本にある基本的
で普遍的な原理をあぶりだし、その原理に基づいて、
多様な生命のふるまいを予測・制御し、さらにヒトの疾
患を予防・治療するための研究開発を行い、将来の
「何時でも何処でもライブクリニック」という未来社会
の実現に貢献します。今年度は、佐藤匠徳特別研究所
の紹介とこれまでに得られた研究成果の一部につい
て展示を行います。

生命科学

おすすめ

おすすめ

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

生命のからくりを解く基礎技術
B2 ゼブラフィッシュ一分子蛍光 in situ
ハイブリダイゼーション法
Whole-Mount Single Molecule FISH Method for Zebrafish Embryo
～一細胞レベルでの遺伝子発現の定量方法を見出す～

医療への応用を目指して
B3

B4

hANPによるがん転移抑制メカニズム研究
Mechanisms Underlying ANP-Mediated Inhibition of 
Cancer Metastasis
～新たながん治療法の実現へ向けて～

多臓器連関に基づく予測制御（ iOrgans テクノロジー）
Forecasting and Control of Biological System by 
Inter-Organ Cross-Talks (iOrgans Technology)
～予防、先制治療、制御治療の実現に向けて～
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生命のからくりを、解く、予測する、操る
～何時でも何処でもライブクリニックを目指して～

B1

ゼブラフィッシュ一分子蛍光 in situ ハイブリダイゼーション法
～一細胞レベルでの遺伝子発現の定量方法を見出す～

B2
基礎研究 応用研究 事業化

1F

おすすめ おすすめ
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34 35

hANPによるがん転移抑制メカニズム研究
～新たながん治療法の実現へ向けて～

B3

多臓器連関に基づく予測制御（ iOrgans テクノロジー）
～予防、先制治療、制御治療の実現に向けて～

B4
基礎研究 応用研究 事業化

基礎研究 応用研究 事業化おすすめ

おすすめ



環境
E1

　ATRは2013年より研究分野の拡大および研究成
果の事業化に対する活性化・加速化などを目指した取
り組みを行っています。その成果の一部として、けい
はんなデータセンタおよびATRアグリプロジェクトに
ついてご紹介します。

その他（環境・食農）
施設
公開

施設
公開

施設
公開おすすめ 今年のおすすめ展示です 施設を公開いたします

けいはんなデータセンタ
Keihanna Data Center
～エネルギー管理制御でデータセンタ全体の消費電力を最適化～

E2 ATRアグリプロジェクト
ATR Agriculture Project
～ユーザー共創による砂栽培の家庭への展開～

（
株
）グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

（
一
社
）砂
栽
培
協
会
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けいはんなデータセンタ
～エネルギー管理制御でデータセンタ全体の消費電力を最適化～

E1

ATRアグリプロジェクト
～ユーザー共創による砂栽培の家庭への展開～

E2

2F

EE
CC

の詳細はP42、43をご覧ください。

E1 E2

東レ建設（株）
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株式会社ATR-Promotions

G1

G2

G3

　ATRの研究成果をベースにした製品・サービスの商
品化・販売を目的として設立した様々な事業会社は、
ATRグループにおける事業化の核として着実に成果
を挙げています。

ATRグループ会社

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

ATRの研究成果展開を目的とし、特許情報提供、許諾業務、ATR技術を用い
た製品開発販売及び脳研究支援事業を行なっています。今回は小型無線多
機能センサを用いた歩行分析、人の移動を簡単に把握できる人位置計測シス
テムのデモ、最先端の生体計測技術を提供する脳活動イメージングセンタの
新たなサービスについて紹介いたします。

株式会社ATR-Trek

G4

ATRの音声技術と㈱フュートレックのソフトウェア開発技術を融合し、携帯電
話等への音声技術・翻訳・合成技術展開を目的として2007年に設立され、携
帯電話用音声翻訳アプリ「しゃべって翻訳」等のサービスを提供しています。
今回は音声翻訳および音声対話に関する技術紹介をいたします。

スマートフォン用音声認識アプリ
～音声翻訳・音声対話技術～

ATR Learning Technology株式会社

G5

ATRにおける外国語音声学習技術の研究成果を利用して英語学習の支援シ
ステムを開発しています。音声にフォーカスした学習方法や発音を採点する
発音評定技術が特徴です。今回は(株)内田洋行から販売されているeラーニ
ングシステム「ATR CALL BRIX」と、(株)シャープの電子辞書シリーズ『Brain』
向けアプリ、英語発音評定ソフト「発音チャレンジ」、NHK語学サイトに採用さ
れた「発音練習くん」を紹介いたします。

発音学習アプリを続々リリース！
～音声研究の成果に基づくATR CALL～

株式会社ATR Creative

G6

ATRで開発したロボットやセンサ関連技術の販売およびコンサルティング、
博物館や商業施設向けのデジタルサイネージ「時空間画像データ表示システ
ム」、地図を中心としたアプリやWeb絵地図配信サービス「ちずぶらり」を企
画・開発・展開しています。今回は地方や地域の創生を電子版おもてなしマッ
プで応援する新たなサービスをご紹介します。スマホで地図のＱＲコードを撮
影すると、紙からすぐにＧＰＳ付のマップができます。

地域の魅力をちずぶらりで伝えよう！
～スマホのGPSに絵地図を連動させるサービス～
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新技術で見る脳と体
～MRI/MEGによる研究支援～

タグレスでの屋内動線計測
～人位置計測システム（　　　　 ）～

小型無線多機能センサを用いた歩行分析
～TSND121のヘルスケアへの応用～
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新技術で見る脳と体
～MRI/MEGによる研究支援～

G1

タグレスでの屋内動線計測
～人位置計測システム（　　　　 ）～

G2
～人位置計測システム（　　　　 ）～ 　　　　 　

1F

G4

おすすめ

おすすめ

おすすめ





　ATRの研究成果は、ATRグループ会社以外の企業
や2015年2月設立の「けいはんなATRファンド」に
よって設立または投資されたベンチャー企業なども
通じて広く商品化されています。これらの企業の展示
を通して、その具体的な事例をご紹介します。

関連会社・ベンチャー企業・
ユーザー会社など

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします

⑬ 株式会社アロマジョイン
当社は、「香りで世界を変える！」を念頭に、スマートフォンやタブレットPCな
どの電子端末から制御可能な香り制御装置及び香源カートリッジの企画・開
発から設計、製造、販売に至るまで、総合的に事業を進めております。また、
香り制御装置用ソフトウェア及び香り関連コンテンツの企画・開発にも力を
注いでおり、次世代香りテレビ放送・通信を手掛けているベンチャーです。
かつてない新たな香りメディアを是非、ご体感ください。

⑧ 日本ベンチャーキャピタル株式会社
1996年の設立以来「アーリーステージ」と「技術型ベンチャー」に重点的
に投資してきました。社外役員・株主・ファンド出資者などの大企業ネット
ワークを活用し、大企業と投資先のアライアンス構築に注力しています。大
学ファンドを3本(大阪大学・京都大学・同志社大学)運営し、産学連携につい
ても相応の経験を有しています。
本年2月にけいはんなATRファンド(47億円)を設立しATRが有する技術
シーズの事業化に取り組んでいます。本年7月にはテレノイドを使ったコ
ミュニケーションサービスを開発する株式会社テレノイド計画への投資を
行いました。

④ 株式会社フィート
株式会社フィートは、言語処理技術を足がかりとして、人々のコミュニケーション
の手助けとなる技術やソリューションを提供することを目指しています。今回の
展示では、スマートフォンをクライアントとした旅行会話用音声翻訳システムの
アプリケーションサービスの導入事例や、訪日外国人向けおもてなしアプリの開
発事例をご紹介いたします。
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※⑧日本ベンチャーキャピタル株式会社の展示は1FのA会場で行います。
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関連会社・ベンチャー企業
ユーザー会社

ATR
グループ会社

ATR

研究成果

研究成果

事業化
商品化 市場

研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果研究成果

⑫ NTTアドバンステクノロジ株式会社
ＮＴＴアドバンステクノロジはＮＴＴ研究所の開発技術をサービス・製品化して
提供することを主たる目的とした企業です。ネットワーク／無線技術をベース
としたソリューションに関するコンサルテーション・構築・運用保守、アプリケー
ションソフトウェア開発、オーディオ・ビデオ会議システムの販売、ＬＳＩの試作・
ナノテク材料の評価分析と幅広い分野でのサービス・製品を提供していま
す。また、ネットワーク系ソフトウェア開発(ATS)、アプリケーションソフトウェ
ア開発(ATC)、光ファイバー関連製品製造(ATCR)、IT技術者派遣(ATIPS)、
家屋評価システム開発（ATMTK）などの分野別のグループ会社があります。

NTTアドバンステクノロジ株式会社

DEMO

⑥ ブルーイノベーション株式会社
ブルーイノベーション株式会社は、東京大学とともに国内では初めて無人
航空機を活用した海岸モニタリングシステムを開発しました。これを契機
に、日本のパイオニアとして産業利用のために、無人航空機のコンサルティ
ング、最適な無人航空機の設計・開発、部品の研究開発、ソフトウェアの開
発、ソリューションの提供を行っています。最近では、無人航空機による
360°パノラマ撮影、映像コンテンツの制作、コンテンツをスマートデバイス
で閲覧するためのアプリ開発まで一貫してサービスを提供しています。今
回の展示では360°パノラマ撮影可能な機体や無人航空機の飛行禁止・可
能エリアが一目でわかる日本初のアプリをご紹介します。

DEMO

⑪ 一般社団法人日本砂栽培協会
土の代わりに砂を使いて野菜や果物を育てる砂栽培法の普及を目指して
います。力が要らず砂は入れ替えが不要で、人と環境にやさしい栽培法で
す。普及に向け、砂栽培士の資格認定事業、人材育成や資格取得を促進す
るための栽培技術に関する講義や実習の実施、各地の砂の栽培適正認定
事業などを行っています。また、新しい事業として、多種多様な植物を栽培
でき手軽に育てる楽しみを味わえる特長を活かし、家庭向けサービスの開
発にも取り組んでいます。

⑩ 株式会社グリーンファーム
高床式砂栽培農法を用いた軽労化栽培技術農業の普及と、農業と福祉を
連携させる目的で2010年に設立した農業法人です。ATRの脳活動計測
支援技術・ICTによるアクティブライフサポート技術と、東レ建設㈱共同開
発による高床式砂栽培農業設備「トレファーム」及び、弊社高床式砂栽培技
術を融合させた新しい農業クラウド作りに取り組んでいます。今回は高床
式砂栽培農法(栽培作業)と、砂栽培野菜について紹介します。

⑨ 東レ建設株式会社
「総合建設事業」（ゼネコン）と「総合不動産開発事業」（ディベロッパー）を
手掛ける東レ株式会社のグループ会社です。新規事業として安心・安全な
農作物を安定的に供給する“高床式砂栽培農業施設”「TOREFARM（トレ
ファーム）」の展開をスタートし、２年目に入りました。各地でプロジェクトが
進行中です。TOREFARMとATRの脳活動計測支援技術・ICTによるアク
ティブライフサポート技術を組み合わせることで新たなライフイノベーショ
ンを実現します。

⑦ 一般社団法人日本UAS産業振興協議会
一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会（略称ＪＵＩＤＡ：Japan UAS 
Industrial Development Association）は、近年飛躍的な発展を遂げ
ている無人航空機システム（ＵＡＳ：Unmanned Aircraft Systems）の、
民生分野における積極的な利活用を推進するとともに、ＵＡＳの応用技術
の研究開発、安全ルールの研究、人材育成、環境整備に努め、ＵＡＳ関連の
新たな産業・市場創造、健全な育成と発展に寄与するために、中立の立場
でさまざまな活動を行っています。今回の展示では、JUIDAが認定する
操縦者・安全運航管理者養成スクールや関西地区の試験飛行場をご紹介
します。

一般社団法人日本UAS産業振興協議会

DEMO

③ 株式会社エーアイ
株式会社エーアイは、ATRで研究開発された「コーパスベース音声合成」技術を
元に、独自の日本語自由文音声合成エンジン「AITalk（R）」シリーズの開発・販売を
行なっております。開発・セールス・サポートを一貫して自社で行う事により、サポー
トやカスタマイズへの迅速な対応が可能です。最大の特徴は、短時間の収録で個
人の肉声に近い自然な音声が再現できることです。新製品では喜び怒り哀しみの
感情表現機能を搭載し、表情豊かな音声の作成も可能です。PC用ソフト～様々な
OSに対応した組込み用ライブラリ等、用途に応じた多数の製品を提供しているた
め、機器組込～エンタメ系まで、様々な用途に幅広く応用されております。

DEMO

② ヴイストン株式会社
研究開発用途からホビー・教育用途、マスコットロボットなど、多岐にわたるロボッ
ト製品を開発・販売しています。マイコン・モータ・その他ハードウェアの設計製造
からソフト開発・キャラクターロボットのコンテンツ作成まで、自社のみで一貫し
た製品開発ができることが最大の強みです。ATRとの関連では、研究開発プ
ラットフォームやホビーとして展開しているロボビーシリーズや、人の存在感を
伝える電話ロボット「テレノイド」「エルフォイド」などで、開発・販売協力を行って
います。近年では、人に対話感を与えるための研究用コミュニケーションロボット
「CommU」、及びその普及型ロボット「Sota」の開発を行いました。

DEMO

① 株式会社ATR-Sensetech
ＡＴＲの日常行動計測・理解技術と山城自動車教習所の運転技能評価並びに指導
ノウハウを融合して開発された「運転技能自動評価システムObjet」の展開と普
及を目的として2009年に設立されました。今回は改良を重ねさらに使いやすく
なった「Driver's Doctor Objet GV」を紹介します。

人類の新しい友人を作る。
株式会社テレノイド計画は、石黒浩特別研究所長（客員）が創作したテレノイドを
サービスとして提供していくことを目的に本年7月に設立されました。テレノイド
は人間としての必要最小限の見かけと動きの要素のみの構成で作られており、
結果として男性とも女性とも、子供とも大人とも、日本人とも外国人とも見える
ニュートラルな顔です。見方によっては誰にでも似ているようにも見える、不思
議なデザイン。将来的には、テレノイドをあまねく人々に利用いただき、人類に
とっての新しい友人になることを目指しています。今回の展示では、テレノイドを
実際に抱きかかえて、会話をする体験型デモを行います。

⑤ 株式会社テレノイド計画
DEMO

⑤ 株式会社テレノイド計画
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近鉄けいはんな線学研奈良登美ヶ丘駅
奈良交通バス（約15分）
56系統、59・58系統 「ATR」バス停下車 向い

近鉄京都線新祝園駅・JR学研都市線祝園駅
奈良交通バス（約15分）
36系統、37系統、56系統、59・58系統「ATR」バス停下車 すぐ

■組織図

■会社概要

2015年10月29日発行
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